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1. はじめに 

ボーリングコア観察における地すべりのすべり面判定

の指標の一つとして、最近では破砕度区分1)が用いられる

ことが多い。しかし、本区分は三波川帯・御荷鉾帯にお

ける破砕帯地すべりに適用されたものである。 

一方、本事例の地すべりブロックは第四系～新第三系

の多様な地質で構成されているため、破砕度区分を適用

することが困難と考えられた。 

そこで、本調査では従来の破砕度区分に、①粒度、②

硬軟区分、③せん断面の３つの要素を判定指標として加

えて、すべり面の抽出を試みた。 

 

2. 地形地質概要 

対象とする地すべりブロックは、山形県西部出羽三山

の主峰月山の南西側山麓斜面に位置する、長さ1,200m、

幅800m、深さ40～100m の 大規模地すべりブロックであ

る（図-1）。 

新第三系の堆積岩・火成岩 、第四系の安山岩溶岩・火

山噴出物 ・湖成堆積物等、生成時代・成因・硬軟が大き

く異なる複雑な地質構成である（図-2）。

 

図-1 地すべりブロック平面図 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

図-2 地すべりブロック主測線断面図 

3. ボーリングコア観察によるすべり面の判定 

(1) すべり面判定の手順 

すべり面判定の方法として図-3に示す２段階の抽出手

順を考案した。 

礫状を呈する第四系の火山噴出物のボーリングコア

は、破砕度区分の適用が不可能である。そのため、まず

粒度区分を指標としてすべり面となりうる箇所を選定

し、続いて硬軟区分・せん断面の有無によりすべり面候

補を抽出した。 

一方、軟岩である新第三系のボーリングコアは、破砕

度区分が適用できる。そのため、まず破砕度区分を指標

としてすべり面となりうる箇所を選定し、続いて第四系

と同様に、硬軟区分・せん断面の有無によりすべり面候

補を抽出した。 

 

 

図-3 すべり面候補の抽出フロー 

 

(2) 破砕度区分・粒度区分によるすべり面の（一次）選定 

新第三系（固結した軟岩）は｢破砕度｣を指標に区分を

実施した。Cr3以上の破砕が認められる場合には，地す

べり土塊の可能性があるとされているため、すべり面と

なりうる地層として抽出した。 

第四紀の地層（未固結～低固結の湖沼堆積物や礫岩及

び自破砕状安山岩）は、地すべり運動による破砕の有無

が不明確であるため、「破砕度区分」の角礫の中央粒径を

「①粒度区分」に読み換えて区分した (表-1)。未固結堆

積物は、礫サイズ（粒径2㎜以上）ではすべり面となる可

能性が極めて低いと判断し Cr4以上をすべり面となりう

る地質として抽出した。 

コア観察・地層区分

すべり面候補の抽出

硬軟区分・面構造の有無

・コア観察及びｴｺｰﾁｯﾌﾟ反発度

第四紀層（低or未固結）
↓

粒度区分による一次選定

（Cr1～Cr3は除外）

新第三紀層（岩盤）

↓

破砕度区分による一次選定

（Cr1～Cr2は除外）A 

A’ 

A A’ 
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表-1 破砕度・粒度区分  

                       ※1)をもとに修正加筆 

 

(3) 硬軟判定 

破砕度区分及び①粒度区分で抽出したすべり面候補

（新第三紀層：破砕度区分 Cr3～Cl、第四紀層：粒度区分

Cr4～Cl）に対して、詳細な②硬軟判定（エコーチップ

反発度測定）を実施し（写真-1）、すべり面候補を絞り込

んだ。 

 

写真-1 ｴｺｰﾁｯﾌﾟ反発度測定器 

 

(4) せん断面の有無  

せん断面および攪乱帯は、地すべり運動に伴い形成さ

れるため、コア観察により抽出した。 

 

せん断面・・・地すべり運動で地層がせん断破壊されて

形成される地層のズレ 

主せん断面はシャープな分離面を形成

（低角度がすべり面の特徴） 

主せん断面には低角度亀裂や亀裂沿いの

破砕部,リーデルせん断面等が付随。 

攪乱帯・・・・移動土塊や不動岩盤の礫を取込んだ粘土

～砂質粘土層（薄層で繰返すことが多い） 

 

 

 

 

写真-2 コア写真（せん断面・攪乱帯発達箇所） 

  

4. おわりに 

上記3点（①粒度、②硬軟区分、③せん断面）を組み合

わせ、破砕度が高く（粒度が低く）、せん断面の発達した

相対的に軟質な箇所を抽出し、すべり面を総合的に判定

した(図－4)。 

本調査では、昨年、地すべり動態観測として孔内傾斜

計を設置しており現在観測中である。そのため、最終的

なすべり面の判定は動態観測の結果を待つことになる

が、複雑な地層においてもコア観察から従来よりも根拠

をつけてすべり面の候補を絞り込むことができたと考え

る。 

図-4 すべり面判定例 
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